
網走バスの取り組みについて

網走バス株式会社
令和4年3月14日



網走市の公共交通の現状と課題



〇 資本金 5,000万円

〇 営業所 網走本社・札幌営業所・函館営業所

〇 従業員数 148名（うち運転手数→網走62名/札幌12名/函館3名）

〇 保有台数 67台（路線バス34台、貸切バス25台、都市間高速バス8台）

〇 事業内容 一般乗合旅客自動車運送事業

一般貸切旅客自動車運送事業

国内旅行事業（近畿日本ツーリスト特約店）

自動車分解整備事業 他

〇 関連会社 株式会社タカハシ

株式会社網走ハイヤー

株式会社きたみ観光バス

〇 沿革 昭和27年 設立

昭和37年 名古屋鉄道㈱と資本提携、名鉄グループ入り

平成24年 名鉄グループを離脱、地元資本の㈱タカハシが

全株式を取得

網走バスの会社概要（令和4年1月現在）
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●観光施設エリア

●高校

●バスターミナル

●網走駅

●高校

●ショッピングタウン

1000m

網走市内バス路線図

オホーツク海
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網走市交通データ（自家用車・路線バス関連／出典：網走市地域公共交通計画）
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網走市交通データ（市民アンケート関連／出典：網走市地域公共交通計画）

市民アンケート調査概要
〇調査実施日：令和元年10月4日
〇調査方法 ：郵送配布・回収
〇配布数 ：2,000票
〇回収数 ： 841票（回収率42.1%）
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①市内路線バスの黒字化は絶望的
→市内線の赤字は年間数千万円（自社負担分）
※その上、各種交通アンケート結果からお客様には現状のサービスは満足いただけていない

②定時定路線バスの「再編」で解決が出来るのか？
→収支均衡までは現在の便数のまま年間約20万人のお客様増加が必要

③赤字部門への投資の限界
→小型バス車両は燃料費減少が見込め、長期的には低コストでの運行が
可能になるが、中古車の流通は無く改造費など初期投資が大きい

課題の整理

再編・・・というより改革が必要！
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●自由経路ミーティングポイント型のデマン
ド運行「必要な場所へ必要なだけ」

●利用の少ない日中は40分以上の間隔、
便数が少なくなり利便性低下の悪循環

実態に合わせた柔軟な移動手段の確保

・決められた時間に決められた経路を大型バスが走る
→朝夕通学時間帯等の大量輸送が可能、定時運行の安心感
→反対に閑散時間帯、移動需要の低い地域で利便性低下
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市内交通の改革に向けたここまでの取り組み



網走どこでもお出かけ「どこバス」運行開始

〇実証期間：令和2年8月1日～11月30日

〇運賃：1乗車300円

〇運行エリア：市内人口密集地域

〇停留所：既存84カ所＋新設30カ所

〇予約方法：電話またはアプリ予約

網走市におけるAI運行バス導入について地域
公共交通活性化協議会での承認を経て、網走
市が事業主体となって実証運行試験を開始。

・事業主体＝網走市
・運行委託事業者＝網走バス
・運行システム提供＝ＮＴＴドコモ

※動画をご覧ください -7-



●観光施設エリア

●高校

●バスターミナル

●網走駅

●高校

●ショッピングタウン

1000m

令和2年度 どこバス運行エリア

オホーツク海
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市内交通の改革に向けた現在とこれからの取り組み



令和3年度 どこバス運行概要

〇実証期間 ：令和3年6月1日～令和4年3月31日

〇運賃 ：400円または700円

〇運行エリア：路線バス市内線のほぼ全域

〇運行時間 ：9時～16時

〇停留所 ：227ヵ所

〇運行台数 ：5台
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●観光施設エリア

●高校

●バスターミナル

●網走駅

●高校

●ショッピングタウン

1000m

オホーツク海
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令和3年度 どこバス運行エリア 既存エリア 拡大エリア



令和3年度 どこバス利用促進の取り組み

・外出制限の合間を縫い市内15ヵ所での説明会

・全戸への「ご利用ガイド」折込配布

・ドコモショップと連携したスマホ教室の開催

・お帰り用ケータイ貸し出しサービス

・市内2大病院へ予約コールセンター直通無料電話設置
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令和3年度 どこバス利用促進の取り組み

網走桂陽高校商業科３年生における課題研究（公共交通班）と連携し、網走市役
所・網走バスも授業に出席し意見交換を実施。また、高校生が主体となって市内
スーパー３か所での街頭アンケート調査、利用促進イベントの実施、さらに校内
30名の乗車モニターからフィードバックをもらい令和4年度計画に反映した。
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●観光施設エリア

●高校

●バスターミナル

●網走駅

●高校

●ショッピングタウン

1000m

オホーツク海
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令和4年度 どこバス運行エリア（予定） 既存エリア 拡大エリア



天空の里×どこバス

女満別空港方面

網走市街地
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どこバス運行関連スケジュール

年度 作業項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

運行期間

住民説明会

利用促進イベント

路線バス減便

（第一段階）

年度 作業項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

運行期間

住民説明会

利用促進イベント

路線バス減便

（第二段階予定）

サブスク運賃導入

観光商品販売

令

和

3

年

度

令

和

4

年

度
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ご清聴ありがとうございました


